
2012.2.27 

矢島里佳 
政策・メディア研究科修士課程1年 

  

子ども向け伝統産業品市場開拓 !「語る×体験×販売」  
森基金研究成果報告書  

  

○研究内容 
本研究は、伝統産業の新たな市場開拓と販売方法を実践するプロジェクトを立ち上 げ、

その効果を実践を通じて検証するものである。具体的には、本藍染め産業を主な事例と

して、新たな市場セグメントとして乳幼児-両親セグメントを設定し、教育的な 価値伝

達が可能であるワークショップや映像を用いたプロモーション戦略を採用する。乳幼児

-両親への「語る×体験×販売」という新たな販売手法の検討・実施である。筆者の経営

する、株式会社和えるにて検証を行う。 
  

○筆者の背景 
1988年、東京都生まれ。高校3年時に、TVチャンピオン２「なでしこ礼儀作法王選手権

にて優勝。大学在学中から日本全国の魅力的な若手の職人の取材を行い日本のものづく

りに魅せられ、和のコンシェルジュとして伝統を軸に活動を行う。大学卒業と同時に、

日本の伝統をつなぐ株式会社和える（aeru）創設、代表取締役就任。現在は、ベビー・

キッズのために伝統の匠の技を活用した商品を展開中。週刊朝日にてコラム「なでしこ

りかの至福の一品」を毎週連載中。著書にマナー本コミックエッセイ『その常識もしか

して非常識？！自分を魅せる本当のマナー』、他2冊有り。 
  

○平成２３年度 研究成果 
本研究を通して、本藍染め職人の矢野氏と共に商品開発を行い、本藍染め出産祝いセッ

トの商品開発まで至った。子ども向け伝統産業品の市場開拓を実際に行うために、ベビ

ー・キッズブランドaeruを立ち上げ、2012年3月30日より発売を開始する。発売元は筆

者が代表を務める、株式会社和えるが担当する。 
下記は、商品イメージ写真である。ベビー・キッズ向けの商品を販売し、商品を通して

日本の伝統を語る、実際に使用していただく事で伝統に触れる体験していただきたい。 

 



 

 

 



 

販売価格	
 23800円（税込24990円） 
 

○本研究を通した地域連携の誕生 

本研究を通して徳島との連携が実現し、シンポジウムの開催や新聞記事にも本研究が取

り上げられた。 また、徳島の地域活性を目的としたベンチャーともつながりが出来、

今後も継続的に連携をし、本プロジェクトを行っていくことが決まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



徳島でのシンポジウムの概要 

 
  
 



本プロジェクトの取り組みが、2012年2月10日の毎日新聞に掲載された 

 

  
 



○本研究によって生まれた事業内容と平成２４年度の展開 
和えるは、日本の伝統をつなぐべく３つの事業を展開する。 
1.和のコンシェルジュ事業 

和えるが今まで築いてきた 知識や経験、ネットワークを活用し 和のコンシェルジュと
して、みなさまのご要望にお応えします。和えるだから出来ること、ご相談ください。 

 
2.和えるファミリー育成事業 
○  和えるファミリーとは 
「ホンモノに触れる、ホンモノに会いにいく。」 

世界193カ国ある国の中から日本を選び、 生まれてきてくれた大切な子どもたち。日
本のホンモノでお出迎えし、日本のホンモノで育てていきたい。ホンモノを介して、親

子のコミュニケーションが生まれる。自然と自国の文化を語れる真の国際人を育んでい

る、それが“和えるファミリー”です。 

  
～和えるファミリーを育成するために～ 

「ホンモノに触れる」 
・ベビーキッズブランドaeru 
0-6歳児向けの商品を、全て伝統産業の職人が作っている、日本のホンモノにこだわっ

た、ベビーキッズの感性を養うブランドです。 

  
「ホンモノに会いにいく」 

・体験感性育成旅行 
小学生対象に、実際に職人さんのところヘ行き、ものづくりの現場を見て、自ら体験し、

ホンモノの人、モノ、自然に触れ、感性を養う家族旅行の提案。（家族旅行や小学校の

自由研究の課題にもなるので、パパもママも嬉しい！） 

  
3.伝統産業職人サポート事業 

和えるパートナー職人さんの「困った！」を、和えるが身近なパートナーとして解決し

ていきます。 

  
○和えるパートナー職人とは 
和えるの思いに共感し、共に伝統をつなごう！と、和えるとパートナーシップを結んで

いる職人さん 



○今後の展開 
平成２４年度も引き続き、本研究を継続し成果を出したい。今年度は、商品開発に時間

をかけたので、次年度は実際に商品を販売し、子ども向け伝統産業品という新たな市場

開拓を本格的に行っていきたい。認知拡大のために、キッズデザイン賞などへの応募も

積極的に検討している。 


